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１．事業概要
な ち かつ うら せん ご ぼう なん き た なべ

事業評価単位： 近畿自動車道 那智勝浦線※（御坊IC～南紀田辺IC）

区 間： 和歌山県御坊市野口から和歌山県田辺市稲成町

延 長： ２７．２ｋｍ

※道路名：阪和自動車道（通称 阪和道）

な ち かつ うら せん

わ か やま けん ご ぼう し の ぐち わ か やま けん た なべ し い なり ちょう

ご ぼう なん き た なべ

延 長

規 格： 暫定 ： １種３級 完成：１種３級

設計速度： 暫定 ： ８０ｋｍ／ｈ 完成：８０ｋｍ／ｈ

車 線 数： 暫定 ： ２車線 完成：４車線車 線 数： 暫定 ： ２車線 完成：４車線

事 業 費： 暫定 ： １，１５７億円 完成：１，９０７億円

近畿の高規格幹線道路網

湯浅御坊道路
（有田～御坊）

４車線化事業中

４車線化事業実施
（御坊～印南）
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（御坊 印南）

評価対象区間
（御坊～南紀田辺）
４車線化 L=27.2km



２.事業の経緯及び進捗状況（御坊～印南間）

御坊～南紀田辺

御坊～みなべ
（延長：２１ ４ｋｍ）

みなべ～南紀田辺
（延長：５ ８ｋｍ）

■進捗状況（４車線化） ※平成２７年度末現在■事業の経緯

事業進捗率 ０％（事業費ベース）
（延長：２１.４ｋｍ） （延長：５.８ｋｍ）

整備計画【暫定】 平成 ３年１２月 平成 ９年 ３月

施行命令【暫定】 平成 ５年１１月 平成 ９年１２月

開通【暫定】 平成１５年１２月 平成１９年１１月

用地取得率 １００％（事業費ベース）

工事着手率 ０％（延長ベース）

整備計画変更【完成】 平成２１年 ５月

事業許可【完成】 平成２１年 ８月

事業執行停止 平成２１年１０月

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｈ３１ Ｈ３２ Ｈ３３

開通予定 平成３３年１２月 ※

※ 御坊ＩＣ～印南ＩＣの開通予定年度

御
坊

４
車
線
化

調査・設計
調査・
設計

坊
～
印
南 工 事

化
完
成
予
定
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第４回国幹会議
（事業再評価実施）

今回事業再評価



３.事業を取り巻く情勢及び必要性（構成）

大項目 小項目 No

交通状況 ①

ネットワークの充実

交通状況 ①

渋滞状況 ②

事故状況 ③

安全・安心
リダンダンシー機能の強化 ④

安全・安心
救急医療活動の支援 ⑤

地域活性化
高速バス利便性の向上 ⑥

地域活性化
地域観光の活性化 ⑦
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３－① 交通状況

◯ 阪和道（みなべ～南紀田辺）の開通（H１９．１１）以降、交通量は堅調に増加。

◯ 平成２７年の交通量は約１５千台/日で、平成１９年の交通量（約１１千台/日）と比べ、「約１．３
倍」に増加している。倍」に増加している。

■ 阪和道（御坊～南紀田辺間）の交通動向推移
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（H19.11.11）
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（H27.7.12 ・ H27.8.30）４車線化

事業中

20

40

60

6,000
8,000

10,000
12,000
14,000

型
車
混
入
率
（
％

均
交
通
量
（
台
／

４車線化
事業実施

0

20

0
2,000
4,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

％
）

／
日
）

〔出展NEXCO西日本調べ（集計期間：各年1月～12月）】

H27H19 H25 H26H20 H21 H22 H23 H24

（主な高速道路料金の割引）
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休日特別割引

5割引 3割引5割引5割引（上限1,000円）
南紀田辺～南紀白浜

（H27.7.12開通）
南紀白浜～すさみ南

（H27.8.30開通）



３－② 渋滞状況①

◯ 阪和道（御坊～南紀田辺）は、休日の交通量が平日に比べ「１．３倍」と多く、特に夏季混雑期に
は、交通集中による渋滞が頻繁に発生している。（平日：約14,000台/日→休日 18,000台/日）

御坊

御坊南

印南

みなべ

南紀田辺渋滞回数 ： １９回
（平均交通量：14,800台/日）

渋滞回数 ： １５回 ※

（平均交通量：14,500台/日）

※ 本線TBによる渋滞を含まない

■ 渋滞状況（H27.1～H27.12 交通集中）

御坊南 みなべ
南紀田辺IC本線ＴＢ

に伴う渋滞（6回）

≪ 区間交通量（平休比）≫ 平均渋滞長(km)

渋
滞
回
数(

回)

【 凡 例 】

≪ 区間交通量（平休比）≫

（御坊IC付近 混雑状況） 御坊～印南 印南～南紀田辺

20,000 

（台/日）

１ ３倍
20,000 

（台/日）

１ ３倍

5,000 

10,000 

15,000 
１.３倍

5,000 

10,000 

15,000 
１.３倍
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出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H27.1～H27.12）

0 
平日 休日

0 
平日 休日



３－② 渋滞状況②

◯ 阪和道（海南～有田）の４車線化完成（Ｈ２３ ５）により 当該区間の渋滞は減少したが 湯浅御坊道路（有田◯ 阪和道（海南～有田）の４車線化完成（Ｈ２３．５）により、当該区間の渋滞は減少したが、湯浅御坊道路（有田
～御坊：２車線）の渋滞が増加。（Ｈ２１年：４７回 → Ｈ２７年：２６８回 【約６倍】）

◯ 湯浅御坊道路（有田～御坊）は、４車線化事業中であり、４車線化完成後には、御坊ＩＣ以南の渋滞の増加が
懸念され、御坊ＩＣ以南の４車線化による定時性・信頼性の更なる向上が期待される。

■ 阪和自動車道・湯浅御坊道路の渋滞回数の推移
Ｈ２１年渋滞回数 Ｈ２７年渋滞回数

４

渋滞状況（印南～みなべ）
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7出典：NEXCO調べ

※渋滞の定義 ： 時速40km/h以下で低速走行あるいは停止発進を繰り返す車列が
1km以上かつ15分以上継続した状態

御坊～南紀
田辺の約７割

辺) 辺) 辺

凡例

４車線

２車線
（都市計画４車線）

２車線

※休日交通量（Ｈ22.11.7のデータ）
※通過交通量はＨ22道路交通センサスＯＤ調査より算出



◯ 暫定２車線区間では ４車線区間に比べ交通事故が発生した場合に通行止めとなる割合が高く阪和

３－③ 事故状況

◯ 暫定２車線区間では、４車線区間に比べ交通事故が発生した場合に通行止めとなる割合が高く阪和
道・湯浅御坊道路では上下線または片方向通行止めとなる割合が４車線区間の約２倍。

◯ ４車線化することにより、安全性の更なる向上・道路の機能強化が図れるとともに、突発的な通行止が
減少すると期待される。

4 0%

5.0%

（ ）

減少すると期待される。

●交通事故発生時に通行止めとなる割合（１事故あたり）
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阪
和

道 L

発 生 日） 平成２６年７月１３日
発生場所 ） 阪和道（印南～みなべ）
通行止め ） 延べ２時間５５分 （印南～みなみ 上下線）

≪阪和道・湯浅御坊の死傷事故率≫

出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（集計対象：H23～H26総事故）

≪関西支社管内の総事故率≫
≪事故事例≫

30 0

（件/億台キロ）

10 0

（件/億台キロ）

（ 参 考 ）

通行止め ） 延べ２時間５５分 （印南～みなみ 上下線）
事故概要 ）下り線を走行中、突然右に斜行したため、急ハンドルを

左に切ったところ、路肩側に衝突し、回転を伴いなが
ら中央線を突破。上り線側に横転して停止したもの。

路 肩

148.3KP
至：みなべIC 至：印南IC

20.94 20.30 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

5.81
5.28

5.0 

10.0 
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出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H23～H26）出典 ： ＮＥＸＣＯ西日本調べ（H23～H26）

中 分

路 肩

上り線

下り線
0.0 

5.0 

４車線区間 ２車線区間
0.0 

4車線区間 2車線区間



３－④ リダンダンシー機能の強化①

◯ 今後発生することが予想されている東海 東南海 南海の３連動地震による津波の発生により◯ 今後発生することが予想されている東海・東南海・南海の３連動地震による津波の発生により、
並行する国道４２号やJR紀勢本線で浸水被害が予測されている。

◯ 阪和道及び湯浅御坊道路は、災害発生時の代替路として機能するため、４車線化による信頼
性の更なる向上と道路機能の強化が期待される

■ 東海・東南海・南海の３連動地震による津波浸水予測図

性の更なる向上と道路機能の強化が期待される。

■ 阪和道・湯浅御坊道路沿線市町の 大津波高

市町村 大津波高
国道42号・ＪＲ浸水

市町村 大津波高

広川町 ６ｍ

御坊市 ８ｍ
国道42号・ＪＲ浸水

出典：H25和歌山県津波浸水想定（和歌山県HP）

【想定される大津波発生時のイメ ジ】

田辺市 ７ｍ

阪和道・湯浅御坊道路

国道42号浸水

国道42号・ＪＲ浸水

【想定される大津波発生時のイメージ】

国道42号・ＪＲ浸水

【 凡 例 】
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国道４２号ＪＲ紀勢本線出典：H25和歌山県津波浸水予測図（和歌山県）を基にNEXCOで作成

： 津波浸水区画

【 凡 例 】



◯ 災害 生時 暫定 車線 車線 較 合 期 な 能

３－④ リダンダンシー機能の強化②

◯ 災害発生時において、暫定２車線区間は４車線区間と比較した場合、長期通行止めとなる可能
性が高い。

◯ ４車線化により、復旧作業の施工ヤードを確保しつつ車線を確保することも可能となり、迅速な
交通の確保が期待される交通の確保が期待される。

暫定２車線の場合 ⇒ 復旧作業ヤード及び車線の確保を行うため

■ 災害時の対応（暫定２車線と４車線）

区間：舞鶴若狭自動車道 福知山ＩＣ～綾部ＩＣ

▼ 暫定２車線区間の災害事例

の空間的余裕がない。

通行止め

区間：舞鶴若狭自動車道 福知山ＩＣ 綾部ＩＣ
通行止め日時：平成26年8月17日 1：30～8月22日 15：00

（延べ通行止め時間 ： 133.5時間）

舞鶴西

通行止め

福知山

綾部

（通行止め区間）1 7 5

9

４車線の場合 ⇒ 復旧作業に必要な施工ヤードを確保しつつ車線の

確保も可能であり、空間を有効的に活用できる。

1 7 51 7 5

（対面通行）

10

復旧作業の施工ヤードとして利用車線の確保も可能

法面崩壊による被災状況



３－⑤ 救急医療活動の支援

◯ 阪和道（御坊～南紀田辺）は 繁忙期などに渋滞が多く発生しており 救急搬送を行う際に大幅◯ 阪和道（御坊～南紀田辺）は、繁忙期などに渋滞が多く発生しており、救急搬送を行う際に大幅
な搬送の遅れが懸念される。

◯ 第３次救急医療施設への搬送には直接搬送や転院搬送があり、４車線化による搬送時間の短
縮や定時性の更なる向上といった道路機能の強化、信頼性の向上が期待される。

■ 第３次救急医療施設への時間圏域の変化

縮や定時性の更なる向上といった道路機能の強化、信頼性の向上が期待される。

■ 御坊IC～南紀田辺IC間 所要時間差

阪和道（みなべ～南紀田辺）
開通により30分圏域が拡大

42

20 分完成４車線 ※１

短縮時間：約３分

短縮時間：約２２分

みなべIC 42分

23 分

暫定２車線 ※２

暫定２車線 ※１

南紀田辺IC

H19.11開通

※１ 阪和道 御坊 南紀田辺間の所要時間＝距離/（規制速度/60）にて算出

42 分

0 分 10 分 20 分 30 分 40 分 50 分

【混雑期・参考】

阪和道（みなべ～南紀田辺）
開通前30分圏域

南和歌山医療センター
※１：阪和道 御坊～南紀田辺間の所要時間＝距離/（規制速度/60）にて算出
※２：混雑期の所要時間：H27.9.21（祝）上りの渋滞実績を参考に以下の条件により算出

渋滞長 大時12.5ｋｍ、速度25ｋｍ/ｈと仮定

42
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出典：ＮＥＸＣＯ西日本作成



◯ 高速道路の整備に伴い 高速バスの運行便数及び利用者数が増加

３－⑥ 高速バスの利便性向上

◯ 高速道路の整備に伴い、高速バスの運行便数及び利用者数が増加。
（ H15：８便/日〔７万人/年〕 ⇒ H27：３６便/日〔２４万人/年〕）

◯ ４車線化による定時性の更なる向上・道路機能の強化、信頼性の向上が期待される。

25040
〔千人/年〕〔便/日〕

東京便 京都便 和歌山便 大阪便 利用者数

■ 高速バスの運行便数と利用者数の推移■ 評価区間を利用する高速バス路線

大阪

京都・東京

10

10 10 10 10 10 10 10

4 4 4 4 4
1 1 1 1

150

200
30 利用者数

約３倍

16 16 16
20 20 20 20 20 20 20

8
10

50

100

10

20

和歌山

6
8

12 12
16 16 16

0

50

0
H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 〔年度〕

東京～白浜
2便/日

大阪～白浜
20便/日

京都～白浜
4便/日

御坊IC～みなべIC

H15.12開通

みなべIC～南紀田辺IC

H19.11開通

阪和道

12

(平成２８年３月時点）

和歌山～白浜
10便/日 出典：和歌山県調べ

出典：高速バス会社HPを基にNEXCO作成

白浜

阪和道
（御坊～印南）



３－⑦ 地域観光の活性化

◯ 高速道路ネ トワ クの整備により 観光地（田辺 白浜地区） のアクセスが向上し 入込客数◯ 高速道路ネットワークの整備により、観光地（田辺、白浜地区）へのアクセスが向上し、入込客数
の増加など地域の活性化に貢献。 〔 入込客数（H15→H26） ： 約112万人/年（約15％）増加 〕

◯ 阪和道（御坊～印南）の４車線化による定時性の更なる向上・道路機能の強化により、快適な旅
行に寄与し 観光地の更なる活性化が期待される
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田辺・白浜地区

白良浜

アドベンチャーワールド

マリンレジャー白良浜 ※田辺・白浜地区：田辺・中辺路・百間山・南部・白浜温泉・椿温泉
出典：観光入込客数：和歌山県 観光動態調査写真提供：和歌山県



４.費用便益分析の結果

走行時間短縮便益 3 185億円 309億円

種別 項目 事業全体 残事業

便益（B）

（現在価値：H28）

走行時間短縮便益 3,185億円 309億円

走行経費減少便益 603億円 16億円

交通事故減少便益 307億円 16億円

計 4,095億円 342億円

費用（C）
事業費 2,283億円 310億円

費用（C）

（現在価値：H28）
維持管理費 270億円 20億円

計 2,554億円 330億円

Ｂ/Ｃ 1.6 1.04

費用便益分析マニュアル（Ｈ２０ １１ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１ 国土交通省道路局 都市 地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。

注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとな ていた推計手法の改善
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注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計手法の改善
（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出

注５）費用（Ｃ）の残事業については、「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)（H21.6 国土交通省）」に基づき
２車線構造継続の際に生じる安全対策費を控除している。



５.関係する都道府県の意見

■和歌山県知事からの意見（平成２８年 ６月 ６日付け）

御坊～印南間は 暫定２車線区間として全国有数の交通量を有し 慢性的御坊～印南間は、暫定２車線区間として全国有数の交通量を有し、慢性的

な渋滞や対面交通による重大事故が多発するとともに、南海トラフ巨大地震

など大規模災害時の緊急輸送道路となることから、４車線化は不可欠です。

このため、今回意見照会がありました「対応方針（原案）」のとおり、事業実施

をお願い致します。

なお、４車線化事業に着手されている一般国道４２号湯浅御坊道路と同時に

供用されるよう、着実な事業推進をお願い致します。

また、印南～南紀田辺間についても、早期に４車線化の事業実施をして頂き

ますよう、併せてお願い致します。
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６.対応方針（原案）
■視点の整理

○ 事業の必要性等に関する視点

費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で１．６、残事業で１．０４である。

■視点の整理

対象区間の４車線化により、

・ 突発的な通行止めの減少

・ リダンダンシー機能の強化、救急医療活動の支援

・ 高速バスの利便性向上、観光地の活性化
など、費用便益比に反映されない効果の発現も期待されることから、当該区間の
必要性は高い。

○ 事業進捗の見込みの視点
・ ４車線のうち、２車線については供用中。

○ コスト削減や代替案立案等の可能性の視点○ コスト削減や代替案立案等の可能性の視点
・ 事業の進捗に合わせ、設計並びに施工計画等の精度を上げていくとともに、新技

術・新工法の採用や現地の状況変化も確認しながら、コスト削減を図っていく。

■対応方針（原案）

【事業実施】

当該区間の 車線化により更なる効果の発現も期待される とから 関係機関の協力
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・ 当該区間の４車線化により更なる効果の発現も期待されることから、関係機関の協力
を得ながら、道路機能を強化すべく、御坊ＩＣ～印南ＩＣの事業を早期に実施する。


